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道又秀悦議員

安全対策

長
崎
街
道
踏
切
の
改
良
を

町
民
の
安
全
を
考
え
今
後
勉
強

町営墓地

運
営
と
管
理
の
見
直
し
は

町
条
例
を
基
に
検
討
す
る

町の考えを聞く

質
問

長
崎
地
区
は
人
口
密

集
地
帯
で
、
通
学
・
通
勤
時
間

帯
は
交
通
量
が
非
常
に
多
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
長
崎
街
道

踏
み
切
り
は
、
以
前
に
も
拡
張

の
要
望
を
し
て
い
る
が
、
未
だ

に
改
良
さ
れ
て
い
な
い
。
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
早
急
に
安
全

対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

現
地
の
状
況
は

よ
く
認
識
し
て
お
り
、
平
成
十

五
年
度
に
南
小
学
校
に
向
か
っ

て
の
右
側
歩
道
を
整
備
し
た
。

踏
切
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
四
年
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛

岡
支
社
と
協
議
し
た
が
、
用
地

買
収
、
遮
断
機
の
移
設
な
ど
多

額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
現
下
の
財
政
状
況

で
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

質
問

左
側
歩
道
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
以
前
の
回
答
で
は
、

補
助
の
導
入
を
含
め
検
討
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
補
助
事

業
が
見
込
め
な
い
な
ら
、
起
債

を
利
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

福
士
地
域
整
備
課
長

用
地

買
収
の
費
用
や
左
側
の
西
川
な

ど
の
問
題
も
あ
り
難
し
い
。
補

助
事
業
の
導
入
、
起
債
の
利
用

を
考
え
て
も
簡
単
で
は
な
い
。

し
か
し
、
町
民
の
安
全
を
考
え

る
と
必
要
と
の
認
識
は
あ
る
。

今
後
勉
強
し
て
み
た
い
。

質
問

本
年
度
の
施
政
方
針

で
「
町
営
墓
地
は
十
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
そ
の
利
用
状

況
な
ど
を
把
握
し
て
、
今
後
現

実
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
運

営
と
管
理
に
つ
い
て
検
討
す

る
」
と
し
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
町
営
墓
地
の
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
次
の
点
を

問
う
。

①
町
営
墓
地
の
現
状
は
。

②
今
後
の
墓
地
の
返
還
、
再
使

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

現
在
、
返
還
を
申
し
出
て
い

る
人
は
い
る
の
か
。

沼
崎
町
長
　

①
三
百
六
十
五
区
画
の
う
ち
墓

標
設
置
者
は
、
百
二
十
三
人
。

未
設
置
者
は
二
百
四
十
二
人
。

②
将
来
的
に
墓
地
の
返
還
を
希

望
す
る
場
合
の
既
納
使
用
料

還
付
の
考
え
方
や
、
返
還
が

あ
っ
た
場
合
の
墓
地
の
再
使

用
な
ど
に
つ
い
て
、
町
条
例

を
基
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

墓
地
の
返
還
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
そ
の
よ
う
な
話
が

あ
っ
た
が
、
現
在
、
正
式
な

話
は
聞
い
て
い
な
い
。

改良が望まれる長崎街道踏切


